第10回農地部会議事録
１　招集日　　　　　　　平成27年10月５日（月）
２　開会日時及び場所
　　　　　　　　　　　　平成27年10月５日（月）　　午後３時25分
　　　　　　　　　　　　ふるさと会館研修室１

３　閉会日時　　　　　　平成27年10月５日（月）　　午後４時13分
４　委員氏名

　 (1)出席者（18名）

　　　１番　水口　正好、３番　大島　忠保、４番　渡部　　篤、８番　本田　岩勝、

　　　９番　林田　　剛、10番　横田　晴喜、11番　小田　孝明、14番　吉田　良一、

　　　15番　平野　利光、16番　森﨑　茂德、18番　内田　弘幸、24番　草野　　定、

　　　26番　林田　政利、27番　大久保信一、32番　鵜殿　徳康、33番　渡邉　茂徳、
　　　34番　馬場　　保、36番　川内　幸徳

　 (2)欠席者（なし）
　 (3)部会長の依頼により出席

　　　35番　小筏　正治（副会長）

５　議事に参与した者
　　　農業委員会事務局長　　　　　秋山　勝也

　　　　　　　　参　　事　　　　　清水　友秀

　　　　　　　　課長補佐　　　　　増冨　浩彦

　　　　　　　　主　　査　　　　　福田　智美

　　　　　　　　嘱　　託　　　　　大石由紀子

６　提出議案及び報告事案
　　　会議録署名委員の氏名について

　　　議案第53号　農地法第３条第１項の規定による許可申請について

　　　議案第54号　農地法第５条第１項の規定による許可申請について

　　　議案第55号　農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について

　　　議案第56号　農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取について

──────────────────────────────

午後３時25分開会

○事務局長（秋山　勝也君）  こんにちは。若干時間は早いんですけど、皆さん、おそろいでありますので、ただいまより、本日の出席につきましては、農業委員会等に関する法律２１条３項の規定に達しておりますので、早速、農地部会長に開会をお願いしたいと思います。

○議長（馬場　　保君）  皆さん、こんにちは。稲刈りの時期で大変ご多用の中、ご出席いただきましてありがとうございます。それでは始めたいと思います。

　ただいまから平成２７年第１０回雲仙市農業委員会農地部会を開会いたします。

　各委員の協力方よろしくお願いいたします。

　本日の付議すべき事項として、議案第５３号農地法第３条第１項の規定による許可申請について、議案第５４号農地法第５条第１項の規定による許可申請について、議案第５５号農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について、議案第５６号農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取について、以上４件を付議します。

　議事進行上、発言される場合は、挙手をして、議長が指名をしてから起立し、マイクを通して発言してください。

　また、携帯電話は電源をお切りになるか、マナーモードに設定くださいますようお願いいたします。

　早速議事に入ります。

　日程第１、会議録署名委員の指名を行います。

　会議録署名委員は、会議規程第１２条の規定により、９番、林田委員、１０番、横田委員、両委員を指名いたします。

　次に、日程第２、議案第５３号農地法第３条第１項の規定による許可申請についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第５３号について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第３条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号６１番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（３３番　渡邉　茂徳君）  議席番号３３番、渡邉です。

　農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号６１番については、不在地主が贈与する案件です。農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号６１番についてご質疑がありましたらお願いいたします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第５３号、受付番号６１番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号６２番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。議席番号３３番、渡邉委員。

○委員（３３番　渡邉　茂徳君）  議席番号３３番、渡邉です。

　農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号６２番については、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号６２番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第５３号、受付番号６２番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号６３番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。３２番、鵜殿委員。

○委員（３２番　鵜殿　徳康君）  議席番号３２番、鵜殿です。

　農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号６３番については、経営移譲のため子へ貸し付ける案件でございます。農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号６３番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第５３号、受付番号６３番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号６４番から６８番については、借受人が同一の案件ですので、一括して審議いたします。まず、地元委員の意見をお聞かせください。

○委員（２４番　草野　　定君）  議席番号２４番、草野です。

　農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号６４番から６８番については、営農計画書にもありますとおり、新たに農地を借り受けて営農を開始する案件です。１０月から５月までの期間借地です。農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号６４番から６８番についてご質疑がありましたらお願いいたします。

　ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第５３号、受付番号６４番から６８番についてのご質疑がほかにないようですので、議案第５３号、受付番号６４番から６８番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号６９番、７０番については、交換による案件ですので、一括して審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。議席番号２６番、林田委員。

○委員（２６番　林田　政利君）  議席番号２６番、林田です。

　ただいま朗読された、農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号６９番、７０番については、お互いの耕作利便のため交換する案件です。事務局の説明どおり、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たっては何ら問題ないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号６９番、７０番についてご質疑がありましたらお願いいたします。内田委員。

○委員（１８番　内田　弘幸君）  １８番、内田です。

　質問というよりも、この所有地以外の土地、これ多分ミスプリントだと思うんですけど、農地面積２,６１０平米、田２,１６０平米になっとるとですけど、これほかにも借入地があるのかどうなのか。

○議長（馬場　　保君）  事務局、よろしいですか。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  ちょっと待ってください。済みません。単純なミスで、２,６１０と２,１６０と数字が入れかわってますので、どっちが正かというのは、今調べてきますので、済みません。

○議長（馬場　　保君）  後で報告されるそうですので、次に進みます。

　次に、受付番号７１番、７２番については、交換による案件ですので、一括して審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。議席番号８番、本田委員。

○委員（８番　本田　岩勝君）  議席番号８番、本田です。

　農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号７１番、７２番については、お互いの農地の地番を誤って認識していたことにより登記を誤っていたため、登記の名義を正式なものに手続するための案件です。農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たっては何ら問題ないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号７１番、７２番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第５３号、受付番号７１番、７２番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  議長、事務局から、先ほどの件でちょっと。

○議長（馬場　　保君）  はい。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  受付番号６９番の借入地の面積は２,６１０平米が正です。済みません。先ほどの案件ですね。

○議長（馬場　　保君）  内田委員、よろしいですか。

○委員（１８番　内田　弘幸君）  はい。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  済みません。ご迷惑かけました。

○議長（馬場　　保君）  次に、受付番号７３番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。議席番号４番、渡部委員。

○委員（４番　渡部　　篤君）  議席番号４番、渡部です。

　農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号７３番については、後継者である子へ生前一括贈与する案件であります。農地法第３条２項に該当するような事実は認められず、許可に当たっては何も問題ないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号７３番についてご質疑がありましたらお願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑がないようですので、議案第５３号、受付番号７３番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　失礼しました。ちょっと前にさかのぼりますけども、受付番号６９番、７０番、内田委員の質問があったところですけど、ここに対してほかにご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第５３号、受付番号６９番、７０番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、日程第３、議案第５４号農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第５４号について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第５条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号２０番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。議席番号１４番、吉田委員。

○委員（１４番　吉田　良一君）  議席番号１４番、吉田です。

　農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号２０番について、申請地は、農振白地であり、宅地が連たんしていることから、第３種農地であると考えられます。農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題ありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号２０番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号２０番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５４号、受付番号２０番につきましては、県農業会議へ諮問の上許可することに決定しました。

　次に、受付番号２１番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。１番、水口委員。

○委員（１番　水口　正好君）  議席番号１番、水口です。

　農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号２１番について、申請地は、農振白地であり、おおむね３００メートル以内に島原鉄道・大正駅があることから、第３種農地であると考えられます。農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題はありませんでしたので、許可に当たって何ら問題ないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号２１番についてご質疑ありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号２１番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５４号、受付番号２１番につきましては、県農業会議へ諮問の上許可することに決定しました。

　次に、受付番号２２番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。議席番号２４番、草野委員。

○委員（２４番　草野　　定君）  議席番号２４番、草野です。

　農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号２２番について、申請地は、農振白地であり、生産性の低いおおむね１０ヘクタール未満の一団の区域内にある農地であることから、第２種農地であると考えられます。農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題ないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号２２番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号２２番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５４号、受付番号２２番につきましては、県農業会議へ諮問の上許可することに決定しました。

　次に、受付番号２３番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。議席番号３番、大島委員。

○委員（３番　大島　忠保君）  議席番号３番、大島です。

　農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号２３番については、申請地は、農振白地であり、おおむね１０ヘクタール未満の一団の区域内にある農地であることから、第２種農地であると考えられます。農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号２３番についてご質疑ありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号２３番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５４号、受付番号２３番につきましては、県農業会議へ諮問の上許可することに決定しました。

　次に、受付番号２４番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。３６番、川内委員。

○委員（３６番　川内　幸徳君）  ３６番、川内です。

　農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号２４番について、申請地は、おおむね１０ヘクタール以上の一団の農地の区域内にある農地であることから、第１種農地であると考えられますが、転用目的が農業用施設であることから、例外的に許可をすることができる案件であると思われます。農地法第５条第２項各号に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないかと思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号２４番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号２４番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５４号、受付番号２４番につきましては、県農業会議へ諮問の上許可することに決定しました。

　次に、日程第４、議案第５５号農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第５５号について議案書をもとに説明）

　本計画案は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に適合する適正な計画であると思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  議案第５５号に対する質疑を２ページごとに行います。

　農地中間管理機構の案件については、一括で行います。

　１３ページ２４番は所有権移転による案件、１４ページ２５番から６１番は農地中間管理機構への貸し付けによる案件です。

　まず、１０ページから１１ページ、ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑ないようですので、１２ページから１３ページ、ご質疑ございませんか。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  議長、事務局のほうから。１２ページの１７番ですけども、一番下の段ですね。賃借料のところに誤りがありますので、訂正をお願いいたします。全体で２万円ってなってるところなんですけども、その上の段ですね。反当たり１万９,９９８円ってなってるんですけども、１万２９８円の間違いですので、訂正をお願いいたします。１万２９８円です。１０２９８で訂正お願いします。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  １２ページから１３ページ、ございませんか、ご質疑。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  次に、１４ページから１５ページ、ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑がないようですので、次に１６ページから１７ページ、内田委員。

○委員（１８番　内田　弘幸君）  １８番、内田です。

　先ほどの１７番の原田勉さん、熊辻さんの。

○議長（馬場　　保君）  １０ページから１１ページですか。

○委員（１８番　内田　弘幸君）  １２ページの一番下です。先ほど事務局のほうから説明があった分ですけど、熊辻さんの説明とちょっと違うなと思って、１０アール当たり２万円。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  全体で２万。

○委員（１８番　内田　弘幸君）  １０アールで２万。だから、ここが１,９４２ちゅうことは約２反近くあるわけですたいね。だから、多分４万近くなると思う。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  申請書は全体額で２万円。

○委員（１８番　内田　弘幸君）  調査会のときに熊辻さんが、これ間違うとると。反当たり２万円ということで、この前、調査会のときは、答弁ちゅうか、されましたけど。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  反当たり２万円って言わしたですか。

○委員（１８番　内田　弘幸君）  はい、反当たり２万円です。それははっきり本人がおっしゃいましたので。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  そしたら、もう一回確認をして、訂正をしておきます。済みません。

○議長（馬場　　保君）  今の内田委員が言われたのが本当と思います。反当たり２万円という書き方で。一応調査会で説明されました。

　もとに戻りますけども、１６ページから１７ページ、ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑はないようですので、次に１８ページから１９ページ、ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑ないようですので、次に、２０ページから２１ページ、ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑はないようですので、次に２２ページから２３ページ、ご質疑ございませんか。３２番、鵜殿委員。

○委員（３２番　鵜殿　徳康君）  ３２番の鵜殿ですけれども、公社に貸し付け、面積はほとんど全部貸し付けとる中に、荒廃地ちゅうのはありませんかね。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  荒廃地というのはないかどうかですか。

○委員（３２番　鵜殿　徳康君）  この中にですたい。こんな全部上げたですけど、畑や何か、荒廃地まで一応貸し付ける格好になっとれば、本人は借るんですから、そこでお願いします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  まず機構が荒廃農地は借り受けをしませんので。

○委員（３２番　鵜殿　徳康君）  一応申請をしたわけでしょう。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  はい。

○委員（３２番　鵜殿　徳康君）  はっきりそういう荒廃地とかいうところがあれば、問題がありますから。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  その辺の確認はちゃんとしておきます。

○議長（馬場　　保君）  よろしいですか。ご質疑ございませんか、ほかに。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑がないようですので、次に２４ページから２５ページ、ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑がないようですので、ただいまから採決を行います。

　お諮りします。議案第５５号は農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に適合した適正な計画であると認め、農用地利用集積計画を決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議なしと認め、農用地利用集積計画を決定することにします。

　次に、日程第５、議案第５６号農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第５６号について議案書をもとに説明）

　本計画案は、農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく適正な計画であると思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  本案件は、農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画により、農地中間管理機構である長崎県農業振興公社へ貸し付けられた農地を、公募申し込みをした農業者へ配分する計画が提出されたものであります。

　ご質疑がありましたらお願いします。

　ページが２７ページから４９ページまでとなっております。ほとんどが瑞穂町、最後のページが吾妻町でございます。一括してよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第５６号の農用地利用配分計画（案）については、特に異議なしと回答することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５６号につきましては特に異議なしと回答することに決定しました。

　お諮りします。本農地部会における議決事件について、その条項、字句、数字、その他、整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議なしと認めます。したがって、これらの整理を要するものについては、議長に委任することに決定しました。

　これをもちまして、本日の議事は全て終了しました。どうもありがとうございました。

午後４時13分閉会

──────────────────────────────
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